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巻 頭 言
「よく整えし己」となり、社会の「よるべ」へ

会員の皆様におかれましては、日頃より本会
の活動および地域医療への貢献に格別のご尽力
を賜り、心より御礼申し上げます。

去る令和 8 年 7 月 28 日（火）、熊本県におい
てマグニチュード 7.1 の大きな地震が発生いた
しました。2016 年の熊本地震から 10 年が経過
した今、震災の記憶がいまだ色濃く残るなかで
再び見舞われた災禍に、被災された皆様の心身
の疲労と不安はいかばかりかと深くお察し申し
上げます。また、千葉県における豪雨災害によ
り被害を受けられた皆様に対しましても、心よ
りお見舞い申し上げます。

当会は災害時の活動として、神奈川県と災害
医療救護に関する協定を締結しております。県
から医療救護活動の実施要請があった際に迅
速に派遣できるよう体制を整備するとともに、
現在は後方支援を中心とした活動を展開して
おります。具体的には、災害派遣医療チーム

（DMAT）や国際医療技術財団（JIMTEF）、災
害支援鍼灸マッサージ師合同委員会（DSAM）
といった関連組織と連携を図っております。鍼
灸師として被災者支援はもちろんのこと、過酷
な現場で尽力される支援者の方々を支える「支

援者支援」の体制構築とともに、現地で施術や
ケアをおこなう鍼灸師の派遣準備を進めており
ます。

私の大切にしている言葉に、『法句経』の一
節「よく整えし己こそ、まこと得がたきよるべ
なり」という教えがあります。「よく整えし」
とは常に万全の準備ができている状態を指し、

「よるべ」とは信頼できる頼もしい存在を意味
します。いざという時に他者を支える「よるべ」
となるためには、日頃から研修会や講習会で研
鑽を積み、心身を鍛え、いつでも行動できる準
備を怠らないことが肝要です。

また平時におきましても、緩和ケア領域にお
ける鍼灸師の活躍の場を広げる取組みに注力し
ております。私たち鍼灸師にしかできない全人
的なケアの確立を目指し、科学的根拠（エビデ
ンス）を地道に積み重ね、医療連携の枠組みを
広げてまいります。

災害支援から日々の臨床・緩和ケアに至るま
で、私たちが社会の確かな「よるべ」となれる
よう、会員の皆様と共に不断の自己研鑽を重ね
てまいりたいと存じます。

今後とも変わらぬご理解とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。

会長　草山 真紀夫
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令和８年度役員改選
本年度は 2 年に一度の役員改選がおこなわ

れ、新たに理事 11 名・監事 2 名が就任いたし
ました。うち 2 名が新任の理事であり、強い思
いを持ち活動しております。

また、2025 年 4 月 1 日施行 公益法人法の改
正にともない、公益認定基準に新たな要件とし
て「外部監事は例外なくすべての法人に義務付
けられている」ため、横浜呉竹医療専門学校 
鍼灸・鍼灸マッサージ科 科長の稲葉崇氏に外

部監事として当会にご尽力いただくことになり
ました。

役員一同、県内における鍼灸医療の推進に邁
進して参りたいと存じます。会員の皆様におか
れましては、時には厳しく、時には温かく、ご
指導を賜れましたら幸いです。1 期 2 年、新体
制の理事会へのご支援をよろしくお願い申し上
げます。

令和８年度役員改選 新理事からご挨拶
総務部　三田 正樹

佐々木 隆一（普及部長）

活動を通じて「鍼灸っていいかも」と思っ
ていただけるように。そしてより会員の皆様
との充実した時間としながら、多くの方に鍼
灸を肌で感じていただけるよう、尽力してま
いる所存です。よろしくお願いいたします。

石川　恵（広報部長）

令和 8 年度より新たに広報部長に就任いた
しました。

皆様に鍼灸について知っていただき、そし
て触れてみていただきたいと日々思っており
ます。そのために、より親しみと信頼を得る
ことができますよう情報発信に努めてまいり
ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

新理事からご挨拶
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新役員一覧
総務部　三田 正樹

令和 8 年度定時総会にて承認された理事・監事をご紹介いたします。

会　　 　長 危機管理委員長 草山 真紀夫

副　 会 　長
業務執行理事

法人管理統括・学術統括、組織共済部長 藤田　 洋輔

公益事業統括、学術部長 大屋　 　朗

共益事業統括 窪田　 　勤

業務執行理事
財務保険統括、財務部長 清水 　克紀

総務部長 三田 　正樹

理　　   　事

広報普及統括、IT 委員長 高橋　 　宏

保険部長 橋口　 知光

財務副部長 本間 　朋恵

普及部長 佐々木 隆一

広報部長 石川　 　恵

監　　 　事
日野　 　博

（外部監事） 稲葉　 　崇
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　令和 7 年 10 月 4 日（土）・5 日（日）の二日間、

第 20 回（公社）日本鍼灸師会全国大会 in いば

らき Tsukuba が開催されました。

　本大会は「求められる鍼灸・求める鍼灸」を

テーマに掲げ、鍼灸の貢献が期待される領域に

ついて広く企画されました。本大会は茨城県鍼

灸師会が担当県師会として尽力され、関東甲信

越ブロック各都県師会が協力し、盛会となりま

した。

　参加者や運営協力者の間では広い交流も生ま

れ、多方面においてたいへん意義深い大会で

あったと思います。

　つづいて、「第 21 回（公社）日本鍼灸師会全

国大会 in 兵庫」のご案内です。

　今年度の全国大会は兵庫県鍼灸師会が担当県

師会となり、兵庫の地で開催されます。テーマ

は「つながる鍼灸 ひらく未来 ～神戸から世界

へ～」です。

　会場では多彩な講座や魅力的な企画が数多く

予定されています。たとえば、現在、日本鍼灸

師会や日本医師会などが協調し、国宝「医心方」

のユネスコ「世界の記憶」への登録を目指して

いますが、本大会でも「医心方」に関する講座

が予定されています。そのほか、臨床や学びに

役立つさまざまな企画があります。ぜひ、お誘

いあわせのうえご参加ください。

第 20 回（公社）日本鍼灸師会全国大会 in いばらき 報告
第 21 回（公社）日本鍼灸師会全国大会 in 兵庫 案内

副会長　藤田 洋輔
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令和８年度（公社）日鍼会関東甲信越ブロック会議 in 長野
長野県針灸師会・信州大学医学部学術講習会第 70 回記念祝賀会

副会長　藤田 洋輔

令和８年度の関東甲信越ブロック会議が、長
野県針灸師会の主催で 7 月 11 日（土）に開催さ
れました。

本会議では、新体制として新潟県鍼灸師会の
近会長がブロック長に選出され、近会長より副
ブロック長へ当会草山会長の推薦があり選出さ
れました。今後は新体制にてブロックでの新た
な協調が構築されていきます。

今回の会議では、各県師会の会員数減少が課
題となり、各県の取組み、さらには師会の意義
に話がおよび、鍼灸師が広く協調していく大切
さ、師会を介して県政等への働きかけをしてい
く重要さが挙がり、鍼灸師会の役割の大きさが
再認識されました。

　長野県針灸師会よりブロック旗の寄付があ
り、次年度開催県・茨城県鍼灸師会榊会長へブ
ロック旗の引継ぎがありましました。

また、ブロック会議の前日には、76 年続く
長野県針灸師会・信州大学医学部学術講習会 
第 70 回記念祝賀会・記念講演が開催されまし
た。

本会では、発足の経緯と長く継続してきた理
念について、大窪会長・今村元会長・上條副会
長・今村学術部長より説明がありました。「鍼
灸師が学び続けること」「安全性の高い医療を
すること」この理念を受け継ぎ今も重要と考え
ているとの説明があり、列席者各位、深い同意
と敬意を得た祝賀会となりました。

記念講演では、信州大学医学部運動機能学教
室の高橋淳教授より「人生 100 年時代を元気に
生きるために」と題し、超高齢社会が進む日本
における広い研究をもとにしたフレイル対策の
重要性についてご講演がありました。地域医療
のなかでの鍼灸師の役割について、当会もさら
に考えていきたいと思います。

記念講演 高橋淳教授
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平素は保険部の活動にご理解とご協力を賜
り、誠にありがとうございます。

令和 8 年 7 月 1 日より、「はり師、きゅう師
及びあん摩・マッサージ指圧師の施術に係る療
養費」の改定がおこなわれました。

今回の改定では、初検料・施術料等の料金の
見直しや明細書発行加算の新設、訪問施術料の
区分変更、新たな逓減ルールの導入、明細書の
取扱い、一部様式の変更などがおこなわれまし
た。

訪問施術料については、3 人以上 9 人以下を
「訪問施術料 3」、10 人以上 19 人以下を「訪問
施術料 4」、20 人以上を「訪問施術料 5」とす
る区分が設けられ、訪問施術料 4・5 を算定す
る場合には、訪問施術総括表の添付が必要とな
りました。

また、新たな逓減ルールとして、同一施設等
における訪問施術の集中率が 90％以上となる
場合には、当該施設における訪問施術の料金を
80％で算定する取扱いが導入されました。さら
に、同一患者に対する月 16 回以降の施術につ
いては、施術料を 50％で算定する取扱いとな
りました。

明細書については、一部負担金の支払いを受
ける際に施術内容が分かる明細書を無償で交付
することとされ、1 か月単位で交付する場合に

は、患者の意向を文書で確認する取扱いとなり
ました。このほか、同意書や支給申請書等の一
部様式についても変更がおこなわれています。

あわせて、健康保険事業の健全な運営の確保
を図る観点から、療養費の支給対象外となる取
扱いについても明確化されました。金品等の提
供による患者紹介や同意書等の取得、施術所と
他の事業者等との「特別の関係」により患者が
実質的に他の施術所を選択できない場合、自己
施術・自家施術などがその対象とされています。

これらの改定を受け保険部では、疑義解釈の
通知後となる 7 月 4 日に、会員向けの Zoom 説
明会を開催いたしました。当日は約 10 名の会
員の皆さまにご参加いただき、今回の改定内容
や実際の請求事務上の取扱いについて説明をお
こないました。

説明後の質疑応答では、逓減ルールや訪問施
術料、明細書の取扱いなどを中心に活発な質問
が寄せられ、実務上の疑問点を共有する有意義
な機会となりました。

今後も保険部では、療養費制度の改定や通知
等について必要な情報を整理し、会員の皆さま
へ速やかに情報提供できるよう努めてまいりま
す。引きつづき、保険部の活動にご理解とご協
力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げま
す。

令和８年度療養費改定にともなう保険部説明会の報告
保険部　橋口 知光
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2026 年度普及部活動予定
■横浜マラソン 2026

10 月 25 日（日 )
コロナ前におこなわれていた「鍼灸ケアブー

ス」が、「セルフケア指導」として復活するこ
とになりました。幅広くボランティアの募集を
おこない、正会員・学生会員の皆さまとともに
鍼灸を肌で感じてもらえる活動にしたいと考え
ています。まだまだ鍼灸は「いいと思うけど痛
そう、怖そう」のイメージが強いです。皆さま
と一緒に鍼灸の魅力を伝えていくことができれ
ば非常に嬉しく思います。募集についての詳細
はホームぺージでご確認ください。

今年度も下記３イベントに参加予定です。ど
のイベントも多くの方が訪れ普及部のみで対応
することが難しいため、皆さまのお力をお貸し
いただけますと幸いです。楽しみながら充実し
た活動にしてまいりたいと思います。

■ 2026 ハローよこはま中区民祭り

11 月 8 日（日）
場所：象の鼻パーク（横浜市中区）

■ 2026 横須賀シーサイドマラソン

11 月 22 日（日）
場所： 三笠公園（横須賀市）

■ 2027 大山登山マラソン

3 月中旬開催
場所：伊勢原小学校（伊勢原市）

2025 年度活動のご報告
■ 10 月 26 日 横浜マラソン 2025

（公社）神奈川県柔道整復師会・スパイラル
テーピング協会との 3 団体で協力し、足攣り対
応を実施しました。15 時過ぎまでに運ばれて

きたのは 40 名ほど。帰還したランナーへの医
師によるトリアージ後に、アイシング・補水・
保温・テーピングをおこないました。

■ 11 月 9 日 ハローよこはま 2025

テントブースを設置し参加しました。10 時
にお祭りが始まるとたくさんの方にお越しいた
だき大盛況でした。2 時過ぎには来場者へのお
土産 180 名分を配布し終わり、受付終了となり
ました。

■ 11 月 23 日 よこすかシーサイドマラソン
2025

「いちご横須賀ポートマーケット」にてブー
ス設置をおこない、昼過ぎには 90 名の来場者
を数え、活動を終了しました。

■ 3 月 8 日 2026 大山登山マラソン大会

最近は活動のなかった県央部も非常に鍼灸の
関心は高く、100 名の来場者を数え活動を終了
しました。

ご協賛企業様御礼

2025 年度もご協賛をいただきましたセイリ
ン株式会社様・株式会社山正様に厚く御礼申し
上げます。

普及部からのお知らせ
普及部　佐々木 隆一
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令和７年度 学術部下半期事業報告
令和８年度 学術部上半期事業報告

学術部　大屋　 朗・藤田 洋輔

当会学術部では 2024 年度より、神奈川県立
がんセンター東洋医学科と協調を図り、がん患
者における支持・緩和医療の学びを続けていま
す。令和 7 年度は広く同領域について学び、令
和 8 年度はより深い理解を得るため学術事業の
多くを同領域の研修とし企画しています。

旧来より鍼灸・鍼灸師は地域に根差し、国民
に貢献する役割を果たしてきました。一方、国
の医療政策においては「地域包括ケアシステ
ム」の運用が本格化し（2025 年～）、地域医療
における多職種連携・協働の重要性はますます
高まっています。

超高齢社会が進む日本では、一生のうちに 2
人に 1 人が「がん」と診断される時代です。が
んをはじめとした「支持・緩和医療」の現場で
は、他職種との連携が不可欠と言われています。
そのなかで私たち鍼灸師は、日々の臨床におい
てどれほど多職種連携や協働を意識できている
でしょうか。

真に鍼灸・鍼灸師が地域で必要とされ続ける
ために、医療者意識の養成は急務と言えます。
この機会に神奈川で、ともに学びましょう。

神奈川県立がんセンター
上段 星野鍼灸師・下段 板倉医師

2024 年度

2025 年度

2026 年度 7 月 26 日

東海大学緩和医療科 徳原医師・
神奈川県立がんセンター 星野鍼灸師

学術講習会講師
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令和８年度 学術事業年間予定表
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令和７年度納会開催報告
令和８年度学生委員会予定

組織共済部　北原 奈那・藤田 洋輔

令和 7 年度当会納会を 3 月 28 日に開催いた
しました。

当会では例年この席において永年会員表彰を
おこなっており、令和 7 年度は入会 50 年を迎
えられた石川家明先生のほか、お二人の先生が
表彰されました。石川先生の長年にわたる鍼灸
師としての貢献や、当会内外におけるご活動に
は深く敬意を表す次第です。

また、今回の納会では「おもてなしマジシャ
ン ダイキチ」さんをお招きし、至近距離で繰
り広げられるマジックを十二分に堪能しまし
た。参加者は皆大いに盛り上がり、楽しい時間
を過ごしました。同じ県師会の会員でありなが
ら普段はなかなか交流できない 仲間と気兼ね
なく話し合い、さまざまな意見交換やアドバイ
スを交わす場として、大変有意義な時間となり
ました。

「学生委員会」では令和 8 年度も学生交流会
の企画を検討しております。鍼灸師を目指す方
は、高校新卒の方から社会人経験者まで幅広い
層、多様なバックグラウンドを持たれています。
学生間の交流は自身の視野を広げることに繋が
ると考えます。

一方で、県師会には地域で臨床や施術所運営
を重ねてきた経験豊富な鍼灸師が多数所属して
います。さらに他の資格を併せ持つ方や医療・
地域連携の最前線での経験を持つ先輩鍼灸師も
在籍しており、学生や新卒鍼灸師の皆さま一人
ひとりの悩みや課題に寄り添い、応えることが
できると考えます。

ぜひ学生交流会や納会で、多くの仲間や先輩
方と交流を図っていただけましたら幸いです。
詳細につきましては、決まり次第改めて会員・
学生会員の皆さまにご案内いたします。

おもてなしマジシャン ダイキチ 様

令和 7 年度納会 企画

交流会では企業様に協賛のご協力をいただき、参加者の
皆様へ景品などのご提供をいただいています。

過去の交流会での一幕
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■令和７年度

第４回 令和７年９月２１日：Ｗｅｂ
議事１．会費の徴収
議事２．神奈川県最低賃金時給 1,225 円への

改正にともなう事務局員の時給引上
げ

議事 3． all かながわスポーツゲームズ市町
村対抗

	 ｢かながわ駅伝｣ 競走大会に係る協
賛

第５回 令和７年１２月１３日：Ｗｅｂ
議事１．次年度学術講習会の内容を支持・緩

和医療領域に特化することについて
議事２．神奈川県公衆衛生協会の調査研究助

成金の応募

第６回 令和８年２月２２日：Ｗｅｂ
議事１．令和 8 年度定時総会の開催日時・開

催場所
議事２．令和 8 年度資金調達および設備投資

の見込み
議事３．令和 8 年度の事業計画・予算案

第７回 令和８年３月２２日：Ｗｅｂ
議事１．令和 8 年度役員選挙
議事２．令和 8 年度役員改選時の外部監事候

補

■令和８年度

第１回　令和８年５月２４日：Ｗｅｂ
議事１．令和 8 年度定時総会の役割
議事２．神奈川県鍼灸師会と神奈川県鍼灸師

連盟の総会資料の送付費用の折半
議事３．令和 7 年度会計報告（令和 7 年度決

算関係書類）の承認
議事４．名誉会員の会費免除
議事５．神奈川県鍼灸師会のマスコット・
	 キャラクタ募集
議事６．湘南医療福祉専門学校教育課程編成

委員 委嘱依頼

令和８年度定時総会 令和８年６月２８日
：当会事務所およびＷｅｂ

議事１．令和７年度事業報告 
議事２．令和７年度決算報告
議事３．令和７年度監査報告
議事４．令和８年度事業方針
議事５．令和８年度事業計画
議事６．令和８年度予算案
議事７．役員改選

第２回 令和８年６月２８日
：当会事務所およびＷｅｂ

議事１．会長の互選、業務執行理事選任、
	 各部の部長・副部長の任命
議事２．神奈川県公衆衛生協会 令和 8 年度

協会長
	 表彰候補者の推薦
議事３．令和 8 年度神奈川県保健衛生表彰の

推薦
議事４．横浜呉竹医療専門学校 学校関係者

評価委員・教育課程編成委員の委嘱
依頼

令和７年度および令和８年度 理事会報告：抜粋
総務部　三田 正樹
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【正　会　員】
菅澤　千佳	 （R7/12/ １）	 安藤　　岳	 （R8/ ５/ １）
東田　　茂	 （R8/ ４/ １）	 竹之内　徹也	（R8/ ８/ １）

鈴木　友紀子	（R8/ ４/ １）

【学生会員から正会員へ】
太田　久子	 （R8/ ６/ １）	 林　　小羊子	（R8/ ７/ １）

【学 生 会 員】
二梃木   俊行	（R7/11/ １）	 柴田　美乃里	（R8/ ７/ １）
鈴木　真紀	 （R7/11/ １）	 榎本　友弥	 （R8/ ７/ １）
佐粧　亮一	 （R7/11/ １）	 萩原　  綾	 （R8/ ７/ １）
齋藤　三美子	（R7/11/ １）	 石崎　理美	 （R8/ ７/ １）
林　　小羊子	（R7/11/ ７）	 細川　奈央	 （R8/ ７/ １）
尾崎　亜希子	（R7/11/26）	 井上　奈美	 （R8/ ７/ １）
藤原　直子	 （R8/ ５/14）	 市川　ゆりか	（R8/ ７/ １）
今井　真理子	（R8/ ７/22）	 長谷川みゆき	（R8/ ７/ １）
松木　万里枝	（R8/ ７/ １）	

ようこそ神奈川県鍼灸師会へ！皆さまのご活躍を祈念しております。
ここ神奈川より共に鍼灸医療を推進して参りましょう！

（敬称略）

新入会員のご紹介
 ( 令和７年度下半期～令和８年度上半期 )

編集後記編集後記編集後記
　令和 8年熊本地震、令和 8年 8 月千葉豪雨
にて被害を受けられた皆さまに、心よりお見
舞いを申し上げます。一日も早い復旧をお祈
り申し上げます。
　神奈川県も今後、複数の大きな地震の発生
が想定され、また活火山である箱根山もあり、
最近では富士山が噴火した場合の生活への影
響についても周知されています。
　暑すぎる夏や、局地的な大雨などが日常に

なりつつあるとも感じており、あらためて、
災害への備えを普段から心掛けていきたいと
思います。
　会報誌の発行が年 1回に戻りましたが、ホー
ムページ、Facebook、メールにて引きつづき
情報が発信されます。会員・学生会員の皆さ
まには、変わらず会の運営やイベントへのご
協力・ご参加のほど、よろしくお願いいたし
ます。（石）
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令和８年度 （公社）神奈川県鍼灸師会 下半期スケジュール（９月～）
諸会議関連（予定）

開催予定 その他 理事会 業務執行理事会

　９月   2 日（水） ●

　９月２０日（日） 第４回

１１月２５日（水） ●

１２月２０日（日） 第５回

　１月１３日（水） ●

　２月２１日（日） 第６回

　２月２４日（水） ●

　３月２１日（日） 第 7 回

学術講習会・イブニングセミナー・新人研修
開催予定 学術講習会 イブニングセミナー 新人研修

　９月１３日（日） 〇

  １０月 3 日（土）・4 日（日） 第 21 回公益社団法人日本鍼灸師会 全国大会 in 兵庫

１０月   7 日（水） 〇

１１月１８日（水） 〇

１２月 1 ３日（日） 〇 〇

　１月２０日（水） 〇
＊開催時間など詳しい内容は、当会ホームページ（https://harikyu-kanagawa.org/）をご覧ください。

災害支援鍼灸師養成講座
開催予定 行事名称 開催場所

未定 救急法基礎講座 未定

＊開催時間など詳しい内容は、当会ホームページ（https://harikyu-kanagawa.org/）をご覧ください。

保険部　講習会
開催予定 行事名称 療養費適正運用研修会

未定 保険取扱い初心者講習会
詳細は改めてご案内いたします。

未定 療養費適正運用研修会

＊その他、会員の皆様よりご提出いただいた療養費の点検を月２回行っております。

普及事業
開催予定 行事名称 備考

１０月２５日（日） 横浜マラソン

詳細は改めてご案内いたします。
１１月   ８日（日） 中区民祭りハローよこはま

１１月２２日（日） よこすかシーサイドマラソン

   ３月（日）予定 大山登山マラソン大会

交流会等
開催予定 行事名称 備考

秋季予定 学生会員・会員交流会
詳細は改めてご案内いたします。

   ３月予定 納会

自主勉強会
開催予定 名称 備考

偶数月第１水曜日 かながわ古典研究会

毎　月第３火曜日 問診力を高める勉強会

※開催時間など詳しい内容は、当会の郵送物およびメール配信サービスでご確認ください。
※予定されている日程は、都合などにより変更になる場合もございます。








